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更に明瞭な反 応 系 の 発見 に つ とめ, 遂 に
LeskowitzandWaksman3)の行った牛血清アル


























































α-,β一及び γ一globulinを決定 した｡ alblmin
分画の峰が 2つ以上ある場合は,原点より陽極










受身移行の方法 :第 1篇 の 記載 と同 じ く
prausnitz-Ktstner法に従って,無処置健康家
兎の側腹部皮内に各資料の 0･2mlを注射 し,24




































でも, 同じく albumin峰の分峰が出現 した｡
このとき albumin 第Ⅲ峰が更に小さい峰に分
れ, albumin Ⅲ, Ⅲ峰として出現する場合の
あることが認められた｡
2)感作血清泳動分画の沈降及び血球凝集反応
EA 感作家兎血清の電気泳動分画 に つ い て
EAまたは EA感作羊血球を抗原として,沈降,























沈 降 反 応
凝 集 反 応



























判定に しば しば困難を来す場合があって,得 ら
れた成績の車でもこれを放棄 しなければならな
かった場合 もあった｡ しかし得 られた結果を通

















































反 応 発 赤 径 (時間)
直後 2 4 12 24




(17×10) 8×8 20×2013×13 0
(15×15) 0 0 0 0
Tglg-blgiII日 ≡7日 §≡…≡ …§……≡ ≡≡…
albII F
6×6 10×10 10×10 5×5
γ-gl : 8×8 7×7 20×2010×1010×10













































































従来家兎の Arthus反応は, 古く Nicole










清で, その皮膚 感作抗体は non-precipitating


























得 られた 著者の 実験 成績では, BS または










また Sehon ら (1955)13) の有効成分が 主に,
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